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１ はじめに 

  奥出雲町は、古来より「たたら製鉄」で栄え

た地であり、今なおその伝統が息づいている。

（たたらとは、粘土で作った炉の中に砂鉄と

木炭を入れて、日本刀の原料となる純度の高

い鉄を生み出す日本古来の製鉄法である。） 

このたたらから派生した棚田文化は昨年中

国地方初の「世界農業遺産」に認定された。最

高峰の「仁多米」、味わい豊かな「仁多牛」、伝

統の「奥出雲そば」などのブランド農産物、全

国一の生産量を誇る雲州そろばんなど、この

地には全国に誇れる「本物」が揃っている。 

現在、本町は大きな転換期にある。少子化

の波を受け、11校あった小学校は 2校へと再

編・統合された。しかし、学校の姿が変わろう

とも、子どもたちが郷土の歴史と文化に誇り

をもち、自ら未来を切り拓く力を育む教育の

重要性は変わらないと考える。 

 

２ 研究の概要 

（1）知性・創造性の育成の捉え 

仁多郡小学校長会は、知性・創造性の育成

について以下のように考えた。 

児童の知性・創造性は、学校内外の人的・物

的資源を最大限に活用した家庭や地域社会と

の連携及び協働による教育課程の系統的な実

践により育成される。五感をフル活用した

様々な体験や子どもの興味関心を引き出す奥

出雲町のひと・もの・ことと出合えば、子ども

が主体的に学習し、達成感を味わえる。その

機会を校長会が中心になってサポートする。 

 

（2）たたら体験学習と仁多郡小学校長会の取組 

仁多郡小学校校長会が主催する「たたら体 

験学習」は、6年生がふるさと学習の集大成と 

して取り組む。この取組は、鉄を生み出すプ

ロセスに子どもたちが主体的に「関わる」、人

に「伝える」、本物体験の感動を「表現する」

の３つのめあてをもって学習する、全国でも

類を見ない実践である。今年 22 年を迎える。 

 

【たたら体験学習の流れ】 

◆村下 E

む ら げ

Aと校長会担当の打ち合わせ（6月） 

◆第 1回たたら体験学習実行委員会（8月） 

◆各校事前学習（10月）※講師の紹介 

◆第 2 回たたら体験学習実行委員会（10 月） 

◆AE村下 E

む ら げ

Aと校長会担当の最終打ち合わせ（11月） 

◆管理職による前日準備（11月） 

◆炉づくり、炭切り、AE鉄 E

か ん

AAE穴 E

な

A流し体験（11月） 

◆本操業体験（11月） 

◆各校ふりかえりとまとめ（発表）（12・1月） 

◆取組と成果物（AE鉧 E

け ら

A）の巡回展（12・1月） 

◆振り返りと次年度へ向けた計画(12～2月) 

①持続可能な運営への工夫と変革 

開始当初と比べ、児童数は大幅に減少してい
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る。しかし、校長会では「人数が減ったから規模

を縮小する」のではなく、「今の子どもたちに最

適な形は何か」を問い続けてきた。小学校統合

が進む中で、奥出雲町教育委員会との連携を強

め、運営体制を柔軟に見直してきた。 

具体的には、村下
む ら げ

にインタビューする時間を

別日に設けずに本操業内に行う（時数管理）、ふ

いご作業を人力だけでなく機械の力を借りる

（負担軽減）、児童がゆっくり昼食を食べられる

ように大人が作業する時間を作る（役割代行）、

学生ボランティアの人的支援を得るなど、時代

のニーズに合わせた工夫を凝らしている。 

②管理職による「背中」で見せる事前準備 

本活動の特筆すべき点は、校長をはじめとす

る管理職が、運営の「黒子」として徹底的に汗を

流すことにある。実施前日、管理職は率先して

作業着に身を包む。粘土を練り、炉を築くため

の準備をし、燃料となる木炭の管理、更には

下灰
したばい

づくりまでを村下
む ら げ

や村下
む ら げ

候補生、町職員

の力を借りて管理職自らの手で行う。また、砂

鉄採取を疑似体験する「鉄
か ん

穴
な

流し」用の溝掃除

など、冷たい斐伊川の中で行う作業も惜しまな

い。 

これらは単なる設営作業ではない。日
に っ

刀
と う

保
ほ

たたらの村下
む ら げ

との綿密な打ち合わせを重ね、プ

ロの技と想いを直接受け止めるプロセスである。

校長自らが「本物」に真摯に向き合う姿勢を示

すことは、教職員への強力なメッセージとなり、

組織全体の連帯感を高める原動力となっている。 

夏季休業中には、奥出雲町教育委員会とタイ

アップして教職員向けのふるさと理解研修を校

長会が開催している。ここでもたたらについて

研究を深める場を提供している。 

③体験から表現へ、学びの深化 

私たちの目指すゴールは、鉄を出して終わる

ことではない。各校で探究学習をすすめ、2日間

をかけた本物体験、たたらの本操業を経て、真

っ赤に溶けた「鉧
け ら

」が現れる瞬間の感動を、い

かに自分自身の言葉や表現に転換できるかを重

視している。 

体験後、子どもたちは作文、絵画、あるいはデ

ジタルツールを用いた発表資料など、多様な方

法でアウトプットを行う。地域の方々や村下
む ら げ

か

ら学んだ「粘り強さ」や「共同作業の尊さ」を振

り返ることで、体験は「知識」から「生きる態度」

へと変わる。奥出雲の「本物」に触れた感動を、

自らの力に変えて表現するところまでを学習の

サイクルとして確立している。 

 

３ 校長の役割 

 (1)教職員と共に課題を深掘りし、ビジョンを

描き、リーダーシップをとる 

「なぜ今、たたら学習なのか」という目的を

共有した。単なる年中行事にせず、学校経営

の柱として位置づけた。 

 (2)子どもへは夢をもつことの大切さを語り、

本物との出会いを仕組む 

地域に眠る「本物」との出合いを意図的に

仕組んだ。本物にふれる感動こそが、知的好

奇心の原動力となる。そのために校長自ら作

業に汗をかく。 

(3)情報発信と広報活動 

学校の取組を地域や外部へ可視化すること

で、教育活動への理解と協力を得るとともに、

子どもたちの誇りを醸成する後押しをした。 

 

４ おわりに 

 小学校統合は奥出雲の教育を再確認する好機

である。たたら製鉄と農業遺産の価値を学んだ

子どもたちは、今後、「ジュニアガイド」として

奥出雲町の魅力を発信したり、町政へ提言した

りする地域の担い手へと成長するよう願ってい

る。20年繋いできた本学習の灯を絶やすことな

く、校長会は、今後も地域と手を携え、たたらを

起源とした世界農業遺産の恩恵を次世代へ繋ぐ

架け橋として、奥出雲ならではの教育を創造し

ていきたい。 


